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みんなが活躍し楽しんだスポレク大会
体育祭（代替行事）

９月２９日に秋空の下、スポレク大
会を実施することができました。新型
コロナウイルスの感染防止のため、例
年行っていた体育祭に代わり、３密を
避け、学年ごとに実施し、競技方法や
練習時間等も工夫するなどして、実施
することができました。それぞれ学年
２時間ずつ校庭で競技を行うと共に、
別の２時間を使って工夫した室内レク
をするなどして、笑顔で取り組み、楽しむ姿をみるこ
とができました。競技種目も少なく、練習時間も例年
に比べればおそらくかなり少ないと思いますが、それ
でも互いに声を掛け合い、協力して取り組み、賑やか
な子どもたちの歓声が響き渡る光景は何物にも代えら
れないものだと感じました。また、最後には、全校生
徒が校庭に集まり、生徒会が考えてくれた推理ゲーム
を行い、楽しいひとときを過ごすことができました。
今年ならではのスポレク大会でしたが、みんなが知恵を出し合い、かつ楽しく取り組めるよ

う企画・運営できたことが、何より素晴らしいことであり、生徒の力とそうした力を発揮でき
るように子どもたちの心に焚きつけてくれた各学年の先生方にも感謝します。そして、それぞ
れの生徒の中にスポレク大会のよさが思い出となることを願っています。
最後に今年度は、保護者の参観を３年生の保護者に制限させていただきました。本来であれ

ば全員の保護者にご案内するべきであるはずが、こうした対応をさせていただきましたことに
お詫びを申し上げるとともにご理解ご協力をいただいたことに深く感謝申し上げます。

Ｈｉ！クオリティ月間
「あいさつと返事」これは、社会

人として、当たり前のことで必要な
ことです。そこで、よりあいさつや
返事の質を高めていこうということ
で、生徒会本部の生徒が「Ｈｉ！
クオリティ月間」として、右のよう
なポスターを作成し、啓発してくれ
ています。その成果として、スポレ
ク大会でもとてもいい返事ができて
いました。普段の日常生活の中でも、名前を呼ばれたら、返事をする習慣を
身に付けられるよう働きかけていきたいと思います。

ゆ ず り 葉



新人戦の結果

９月５日のソフトテニスを皮切りに、中体連新人大会が開催されました。各競技において
感染防止対策を図り、保護者の方々のご協力もあり、無事に終えることができました。新チ
ームとなって、初めての公式戦で、練習の成果と今の実力を知る大切な大会です。子どもた
ちは、今ある力を精一杯発揮して頑張ってくれました。

○ソフトテニス部 男子団体 １回戦敗退 女子団体 １回戦敗退
○バスケット部 男子１回戦 対毛里田中 敗退 女子１回戦 対宝泉中 敗退
○バレー部女子 １回戦 対綿打中 勝利 ２回戦 対生品中 敗退
○卓球部 男子個人 ○○○ ○ ベスト８

男子団体 １回戦敗退 女子団体 １回戦敗退
○バドミントン部 男子個人 ○○ ○○ ベスト８（県大会出場）

○水泳 県大会 男子２００ｍ自由形 ○○ ○○○ 記録２分１７秒２１（６位）
○陸上部 県大会 ４００ｍＲ ○○ ○○ ○○○○○ ○○ ○ ○○ ○○

記録 ５１秒（第９位）
１年男子１００ｍ ○○ ○

市大会 ４００ｍＲ ○○ ○○ ○○○○○ ○○ ○ ○○ ○○
記録 ４９秒４５（第１位）

２年男子１００ｍ ○○ ○○ 記録 １２秒６３（第３位）
２年男子走幅跳 ○○ ○○ 記録 ４ｍ７４（第３位）

駅伝メンバーも頑張りました
１０月３日（土）市駅伝大会が開催され、男子は２７チーム中１３位、女子は２３チーム中１３

位と健闘してくれました。今年度も駅伝参加者を募り、陸上部のほか、ソフトテニス部、バスケッ
ト部、吹奏楽部の生徒で、男子６名、女子７名の生徒が志願して、夏休み明けから練習に取り組ん

でくれました。持久走は、「頑張らなきゃ」と

男子 女子 いう自分と「辛いから・・・」という、もう

○○ ○○（３年） ○○ ○○（２年） 一人の自分が心の中でささやき、葛藤する状

○○ ○○（２年） ○ ○○（２年） 況の中で、人の弱さと、どう向き合えるのか

○○ ○○（２年） ○○ ○○（２年） 試される時間です。でも自分から進んで志願

○○ ○○（１年） ○○ ○○（１年） し、苦しい練習にも前向きに取り組んだ姿は、

○○○○○（１年） ○○ ○○（１年） とても力強く、誇らしく素晴らしいことだと

○○ ○○（１年） ○○ ○○（１年） 思います。このことは来年にも襷をつなげた

○○ ○○（１年） ことに違いありません。

ボランティアも頑張っています こんな活躍も（紹介）
旭中のもつ伝統 【奉仕の心】 ２年生の○○ ○さんが舞台に！
旭中には誇れるものがあります。それはボランティ 宮本亜門氏が演出を手がける「チョ
アに積極的に応募している姿です。市の青少年課が主 コレートドーナツ」という舞台に、２
催する中学生ボランティアに多くの生徒が応募してく 年生の○○ ○さんが、出演すること
れています。 になりました。俳優の東山紀之さん、
第１回ボランティア体験活動事業の折鶴ボランティ 谷原章介さんとの共演で、ダウン症の

アで 、８名の生徒が参加してくれました。そして第 少年マルコ役として、出演するそうで
２回中学生ボランティアには、２３名の人が応募して す。社会的マイノリティーが直面する
くれました。市内の中でも多い人数であり、旭中とし 問題を告発しつつ、人間の本質を描く
て誇れる伝統の一つだと思います。今年はコロナの関 物語だそうです。○○さん自身もダウ
係で、人数制限があり、すべての人にお願いすことは ン症でありますが、見事、オーディシ
できなかったものの３年生１３名の生徒が参加するこ ョンを通っての大役です。頑張ってく
となりました。 ださい。




